
  

 

 

 

 

 

 

 中学校に入って初めての中間テストが終わりました。この 2 日間のテストは、小学校と違った緊張感を

もって取り組んだのではないのでしょうか。テストまでは「１日90分」を目標として、家庭学習計画を立

てました。その結果、テスト1週間前の平均学習時間は1日１００分という結果になりました！高い目標

を持って家庭学習に励むことができた人が多かった証拠だと思います。「ふだんこんなに勉強しなかった

ので、自分でもすごいと思った。」と感想に書き、満足した人もいました。また、多い人では最高１８９分

という頑張りがありました。一方、全体的に休日の取り組みが甘かったと思います。自由な時間を有効に使

えることが次回の期末テストに向けた課題ですね。 

学校では、リテラシータイムで前日に取り組んだプリントの問題を模擬テストしたり、放課後にはスタ

ディタイムで部活や苦手な教科ごとに分かれて異学年で学習の交流もしたりしました。学校全体でテスト

に向かっていくエネルギーを感じ、良い刺激になったと思います。 

 週が明け、5 教科のテストが全部返ってきました。思ったように得点が取れなかったという声がよく聞

かれました。しかし、点数の良し悪しだけで満足せず、あすなろノートなどで間違えたところ、難しかった

ところの復習にしっかりと取り組みましょう。 

 

 

第５回 道徳より 

〇題材…「自分の性格が大嫌い！！」 

〇あらすじ…短所のとらえ方や、人の持っている「短所と長所」は裏表であり、自分の長所

と短所の両方を公平に見つめることで人生がより楽しくなる。 

 

「自分の短所をどう考える？」 
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自分の短所をポジティブに考えると、初

めてのことに緊張してしまう短所は、緊張

することでしっかりとみんなの意見を聞く

ことができる。 

自分の短所のすぐに動けないは、反対に

思うと冷静に考えることができるというこ

と。 

心の声がすぐにでてしまうが、発表に変

えることができる。 

自分の短所はあまり周りにつながっていか

ないと思うし、役に立つこともあまりないと

思う。でも、そこをしっかりと見直して、し

っかりと考えることができるようにしたい。 

私は短気だけど長所になおしたら悪いこと

は悪いときっぱり言えたり、友達などに思い

やりをもてると思いました。 

私も自分の嫌なところはたくさんあって

自分が嫌いになることもありました。けれ

ど、自分の「人の目を気にしてしまう」と

いうような短所でも、「周りのことをよく

見れている」と長所と結びつくんだなと明

るく考えられました。 


